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(57)【要約】
【課題】電池パックにおいて複数の電池セルが筐体ケー
ス内部で縦置きに並列される場合でも、複数の電池セル
それぞれに冷却風が当てられ易いようにして複数の電池
セルそれぞれの冷却の偏りを減らす。
【解決手段】冷却風が流れる流路を設定する下ケース３
２には、空間Ｍ１，Ｍ２を設定すると共に第６区画リブ
４７６が設けられている。冷却風を電池セル７２の後側
から前側に流すにあたって、冷却風は電池セル７２の並
び方向となる左右方向の２つに分割されて流される。す
なわち、第１導風路範囲Ｑ１と第３導風路範囲Ｑ３とに
より第１電池セル７２１と第３電池セル７２３とを冷却
する前に、第２導風路範囲Ｑ２により第２電池セル７２
２を冷却する。第１導風路範囲Ｑ１と第３導風路範囲Ｑ
３とによって冷却される区間は、第２導風路範囲Ｑ２に
よって冷却される区間よりも長くなっている。
【選択図】図１６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動工具と充電器に装着可能な電池パックであって、
　外装をなす筐体ケースと、
　該筐体ケース内部に長手方向が揃えられて並列して配置される複数の円柱状の電池セル
と、
　前記筐体ケースの内部と外部とを連通して形成される第一通風孔および第二通風孔と、
を有し、
　前記筐体ケース内部には、前記第一通風孔を入口とし前記第二通風孔を出口とするよう
に通風可能な通風路部が設けられており、
　前記通風路部には、前記電池セルの長手方向に沿って風が流れる長手方向通路部が、前
記電池セルの並列方向に複数設けられている、電池パック。
【請求項２】
　請求項１に記載の電池パックにおいて、
　前記長手方向通路部は、前記電池セルと該電池セルと対面する前記筐体ケースとの形状
に基づいて、該電池セルと該電池セルと対面する該筐体ケースとの間で設定されている、
電池パック。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電池パックにおいて、
　前記筐体ケース内部には、前記第一通風孔からの風を分岐して複数の前記長手方向通路
部のそれぞれに流す分岐部が設けられている、電池パック。
【請求項４】
　請求項３に記載の電池パックにおいて、
　前記分岐部の少なくとも一部は、前記電池セルの保持を兼ねている、電池パック。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の電池パックにおいて、
　前記分岐部は、前記電池セルの長手方向の中心より流される風の上流側に設定されてい
る、電池パック。
【請求項６】
　請求項３から請求項５のいずれかに記載の電池パックにおいて、
　前記分岐部は、前記筐体ケースの内部底面に設定されている、電池パック。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれかに記載の電池パックにおいて、
　前記筐体ケース内部には、前記電池セルを保持するセルホルダが配置されており、
　前記長手方向通路部は、前記電池セルと該電池セルと対面する前記セルホルダとの形状
に基づいて、該電池セルと該電池セルと対面する該セルホルダとの間で設定されており、
　前記セルホルダには、前記第一通風孔からの風を分岐して複数の前記長手方向通路部の
それぞれに流すホルダ分岐部が設けられている、電池パック。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれかに記載の電池パックにおいて、
　並列して配置される複数の前記電池セルは、並列方向と直交する方向で複数段に段積み
されており、
　前記段積み方向の前記電池セル同士の間には、該電池セル同士の間を区画するセパレー
タが介装されており、
　前記セパレータには、段積み方向で連通する連通孔が設けられている、電池パック。
【請求項９】
　請求項１から請求項８に記載の電池パックにおいて、
　前記筐体ケースの前記内部底面には、前記電池セルの外周面に当接する固定壁が設けら
れており、
　前記固定壁は、前記通風路部の通風範囲と前記電池セルの電極端面とを隔離する、電池
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パック。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれかに記載の電池パックにおいて、
　前記第一通風孔は、前記筐体ケースのうち前記長手方向通路部に流される風の上流側に
設定されており、
　前記第二通風孔は、前記筐体ケースのうち前記長手方向通路部に流される風の下流側に
設定されている、電池パック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動工具の電源として該電動工具の工具本体に装着可能にされる電池パック
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電動工具は、工具本体の駆動電源となる電池パックが着脱可能に構成される。電
池パックは、外装をなす筐体ケースと、筐体ケース内部に装置されるバッテリ本体とを有
する。バッテリ本体は、充放電可能な電池セルを複数有して構成される。このようなバッ
テリ本体を構成する複数の電池セルは、筐体ケース内部に嵩張らないように並べられて配
置される。具体的には、複数の電池セルは、互いの長手方向の両端を揃えて並列される。
この並列は、電池パックを装着する方向と直交する方向に、電池セルの長手方向が向くよ
うにされる横置きとなっている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　一方、電池パックは、充電残量が少なくなると工具本体から取り外される。工具本体か
ら取り外された電池パックは、専用充電器により充電される。電池セルは、充電の性質上
、専用充電器にて充電されている最中に発熱する。このため、専用充電器は、充電中の電
池セルを冷却するように送風する送風機構が設けられている。送風機構は、専用充電器に
て充電している際に筐体ケース内部に冷却風を送る。送風機構により送られる冷却風は、
筐体ケース内部を、電池パックの装着方向に沿った方向で流れる。この際、冷却風は、横
置きに並列される複数の電池セルそれぞれに対して当たる。このため、冷却風は、複数の
電池セルそれぞれを偏り少なく冷却することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１４２０５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　他方、複数の電池セルの配置には、上記した横置きから筐体ケースに対して９０度の角
度で回転させた縦置きに並列されるものが提案されている。このような縦置きでは、電池
セルの長手方向が電池パックを装着する方向と一致しており、送風機構により送られる冷
却風は、縦置きに並列される複数の電池セルそれぞれにガイドされてしまう。つまり、冷
却風の流れをガイドする電池セルのみが冷却され易く、冷却風の流れをガイドしない電池
セルは冷却され難くなってしまう。そうすると、複数の電池セルそれぞれの冷却に偏り生
じてしまう。このような冷却の偏りは、電池セルすべてを満充電とするに際し、充電効率
性に欠ける要因となる。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたものであって、本発明が解決しようとする課
題は、電動工具の工具本体に装着可能にされる電池パックにおいて、複数の電池セルが筐
体ケース内部で縦置きに並列される場合でも、複数の電池セルそれぞれに冷却風が当てら
れ易いようにして複数の電池セルそれぞれの冷却の偏りを減らすことにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記した課題を解決するにあたって、本発明に係る電池パックは次の手段を採用する。
すなわち、本発明の第１の発明に係る電池パックは、電動工具と充電器に装着可能な電池
パックであって、外装をなす筐体ケースと、該筐体ケース内部に長手方向が揃えられて並
列して配置される複数の円柱状の電池セルと、前記筐体ケースの内部と外部とを連通して
形成される第一通風孔および第二通風孔と、を有し、前記筐体ケース内部には、前記第一
通風孔を入口とし前記第二通風孔を出口とするように通風可能な通風路部が設けられてお
り、前記通風路部には、前記電池セルの長手方向に沿って風が流れる長手方向通路部が、
前記電池セルの並列方向に複数設けられている、という構成である。
【０００８】
　この第１の発明に係る電池パックによれば、通風路部には電池セルの長手方向に沿って
風が流れる長手方向通路部が設けられている。ここで、この長手方向通路部は電池セルの
並列方向に複数設けられているので、風は筐体ケース内部で縦置きに並列される複数の電
池セルそれぞれに対して当てられ易くなる。これによって、複数の電池セルそれぞれの間
に生ずる冷却の偏りを減らすことができる。つまり、これら複数の電池セル同士の間で均
一な冷却とすることができて、例えば電池セルすべてを満充電とするに際しての充電効率
性を向上させる。
【０００９】
　第２の発明に係る電池パックは、前記第１の発明に係る電池パックにおいて、前記長手
方向通路部は、前記電池セルと該電池セルと対面する前記筐体ケースとの形状に基づいて
、該電池セルと該電池セルと対面する該筐体ケースとの間で設定されている、という構成
である。この第２の発明に係る電池パックによれば、長手方向通路部は電池セルと電池セ
ルと対面する筐体ケースとの形状に基づいて設定されている。これによって、長手方向通
路部を電池セルの外周面に接触して設定することができ、電池セルの冷却効率化を図るこ
とができる。
【００１０】
　第３の発明に係る電池パックは、前記第１または前記第２の発明に係る電池パックにお
いて、前記筐体ケース内部には、前記第一通風孔からの風を分岐して複数の前記長手方向
通路部のそれぞれに流す分岐部が設けられている、という構成である。この第３の発明に
係る電池パックによれば、筐体ケース内部には分岐部が設けられているので、第一通風孔
からの風を分岐して複数の長手方向通路部のそれぞれに流すことができる。これによって
、冷却の偏りを減らすことができる。
【００１１】
　第４の発明に係る電池パックは、前記第３の発明に係る電池パックにおいて、前記分岐
部の少なくとも一部は、前記電池セルの保持を兼ねている、という構成である。この第４
の発明に係る電池パックによれば、分岐部の少なくとも一部は電池セルの保持を兼ねてい
るので、縦置きに並列される複数の電池セルそれぞれの冷却効率を高めながら、さらに電
池セルのがたつきを無くすことができる。これによって、製品としての品質を高めながら
、コンパクトさを維持することができる。
【００１２】
　第５の発明に係る電池パックは、前記第３または前記第４の発明に係る電池パックにお
いて、前記分岐部は、前記電池セルの長手方向の中心より流される風の上流側に設定され
ている、という構成である。風は上流側から下流側に流れるにしたがって、電池セル自体
の温度によって次第に温まる傾向にある。この第５の発明に係る電池パックによれば、分
岐部は電池セルの長手方向の中心より流される風の上流側に設定されているので、上流側
で冷却される電池セルよりも下流側で冷却される電池セルの方に、多くの風を当てること
ができる。これによって、複数の電池セルそれぞれの冷却の偏りを減らして、互いの電池
セル同士の冷却差を均すことができる。
【００１３】
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　第６の発明に係る電池パックは、前記第３から前記第５のいずれかの発明に係る電池パ
ックにおいて、前記分岐部は、前記筐体ケースの内部底面に設定されている、という構成
である。この第６の発明に係る電池パックによれば、分岐部は筐体ケースの内部底面に設
定されているので、部材点数を増やすことなく分岐部を設けることができて、電池パック
のコンパクト化を効率良く図ることができる。
【００１４】
　第７の発明に係る電池パックは、前記第１から前記第６のいずれかの発明に係る電池パ
ックにおいて、前記筐体ケース内部には、前記電池セルを保持するセルホルダが配置され
ており、前記長手方向通路部は、前記電池セルと該電池セルと対面する前記セルホルダと
の形状に基づいて、該電池セルと該電池セルと対面する該セルホルダとの間で設定されて
おり、前記セルホルダには、前記第一通風孔からの風を分岐して複数の前記長手方向通路
部のそれぞれに流すホルダ分岐部が設けられている、という構成である。
【００１５】
　この第７の発明に係る電池パックによれば、筐体ケース内部に電池セルを保持するセル
ホルダが配置されているので、筐体ケース内部の電池セルのがたつきをより無くすことが
できる。また、セルホルダにはホルダ分岐部が設けられているので、複数の電池セルそれ
ぞれの冷却効率も高めることができる。これによって、製品としての品質を高めながら冷
却効率も高められることとなる。
【００１６】
　第８の発明に係る電池パックは、前記第１から前記第７のいずれかの発明に係る電池パ
ックにおいて、並列して配置される複数の前記電池セルは、並列方向と直交する方向で複
数段に段積みされており、前記段積み方向の前記電池セル同士の間には、該電池セル同士
の間を区画するセパレータが介装されており、前記セパレータには、段積み方向で連通す
る連通孔が設けられている、という構成である。この第８の発明に係る電池パックによれ
ば、並列して配置される複数の電池セルを複数段に段積みすることができる。ここで、段
積み方向の電池セル同士の間には電池セル同士の間を区画するセパレータが介装されてい
るので、電池セルのがたつきを無くすことができる。ここで、セパレータには段積み方向
で連通する連通孔が設けられているので、段積み方向の電池セルにおいての冷却の偏りを
減らすことができて、電池セルの冷却効率化を図ることができる。
【００１７】
　第９の発明に係る電池パックは、前記第１から前記第８のいずれかの発明に係る電池パ
ックにおいて、前記筐体ケースの前記内部底面には、前記電池セルの外周面に当接する固
定壁が設けられており、前記固定壁は、前記通風路部の通風範囲と前記電池セルの電極端
面とを隔離する、という構成である。この第９の発明に係る電池パックによれば、固定壁
は通風路部の通風範囲と電池セルの電極端面とを隔離することができるので、たとえ通風
範囲に水分や異物が浸入することがあっても、電池セルの電極端面をこの浸入した水分や
異物から隔離させたものとすることができる。これによって、電池セルの電極端面は、水
分や異物から保護されるので、電池セル同士の短絡を抑制することができる。
【００１８】
　第１０の発明に係る電池パックは、前記第１から前記第９のいずれかの発明に係る電池
パックにおいて、前記第一通風孔は、前記筐体ケースのうち前記長手方向通路部に流され
る風の上流側に設定されており、前記第二通風孔は、前記筐体ケースのうち前記長手方向
通路部に流される風の下流側に設定されている、という構成である。この第１０の発明に
係る電池パックによれば、第一通風孔は筐体ケースのうち長手方向通路部に流される風の
上流側に設定されており、第二通風孔は筐体ケースのうち長手方向通路部に流される風の
下流側に設定されているので、風の流れに逆らうことなく長手方向通路部を設定すること
ができる。これによって、電池セルの冷却効率化をより図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】第１の実施の形態の電池パックを斜視にて示す斜視図である。
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【図２】図１の電池パックを工具本体に装着する際の上側斜視図である。
【図３】図１の電池パックを工具本体に装着する際の下側斜視図である。
【図４】図１の電池パックを専用充電器に装着した際の側面図である。
【図５】図４における(V)-(V)断面矢視を示す断面図である。
【図６】図１の電池パックの上面図である。
【図７】図１の電池パックの前面図である。
【図８】図６における(VIII)-(VIII)断面矢視を示す断面図である。
【図９】図６における(IX)-(IX)断面矢視を示す断面図である。
【図１０】図１の電池パックの分解斜視図である。
【図１１】上ケースのみが取り外された電池パックの内部斜視図である。
【図１２】図１１の電池パックの上面図である。
【図１３】雌端子についての拡大斜視図である。
【図１４】端子基板の裏面図である。
【図１５】下ケースおよびセルホルダのみを示す斜視図である。
【図１６】下ケースの上面図である。
【図１７】下ケースの下面図である。
【図１８】セルホルダの下面斜視図である。
【図１９】セルホルダの下面平面図である。
【図２０】第２の実施の形態の電池パックを斜視にて示す斜視図である。
【図２１】図２０の電池パックの上面図である。
【図２２】図２１における(XXII)-(XXII)断面矢視を示す断面図である。
【図２３】図２０の電池パックの分解斜視図である。
【図２４】セパレートホルダについての拡大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
［第１の実施の形態］
　以下に、本発明に係る電池パックを実施するための第１の実施の形態について、図１～
図１９を参照しながら説明する。図１では、本発明に係る電池パックを実施するための第
１の実施の形態の電池パック３０を斜視にて示している。図２および図３は、電池パック
３０を工具本体１０に装着する際の斜視図である。具体的には、図２は図１の電池パック
３０を工具本体１０に装着する際の上側斜視図であり、図３は図１の電池パック３０を工
具本体１０に装着する際の下側斜視図である。電池パック３０は、電動工具の電源として
工具本体１０に装着可能にされる。工具本体１０は、電池パック３０が装着されることに
よりインパクトドライバとして使用される。電池パック３０は、工具本体１０のバッテリ
装着部１３に対して相対的にスライドさせることにより着脱される。
【００２１】
　ちなみに、工具本体１０は、上から順に、駆動部１１とグリップ部１２とバッテリ装着
部１３とを有する。バッテリ装着部１３は、電池パック３０をスライドさせるための雌レ
ール１４が設けられている。雌レール１４の間には、プラス端子１５とマイナス端子１６
と通信端子１７とが設けられている。これらプラス端子１５とマイナス端子１６と通信端
子１７とは、バッテリ装着部１３に対して後側から前側に相対的に電池パック３０をスラ
イドさせることにより、後に説明する電池パック３０の端子と電気的に接続される。これ
らプラス端子１５とマイナス端子１６と通信端子１７とは、雄形端子にて設定されており
、後に説明する電池パック３０の雌形端子をなす雌端子８４に電気的に接続される。
【００２２】
　図４および図５に示す符号２０は、図１の電池パック３０を充電するための専用充電器
を示している。具体的には、図４は図１の電池パック３０を専用充電器２０に装着した際
の側面図であり、図５は図４における(V)-(V)断面矢視を示す断面図である。電池パック
３０は、充電残量が少なくなると工具本体１０から取り外されて専用充電器２０に装着さ
れて充電される。また、専用充電器２０で満充電にされた電池パック３０は、専用充電器
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２０から取り外されて再び工具本体１０のバッテリ装着部１３に電源として装着される。
専用充電器２０の上面には、電池パック３０が着脱されるバッテリ装着部２１が設けられ
ている。このバッテリ装着部２１は、上記した工具本体１０のバッテリ装着部１３と略同
様の構成を有して設定される。
【００２３】
　具体的には、専用充電器２０のバッテリ装着部２１には、雌レール２２と、雌フック２
３と、図示省略の充電用プラス端子および充電用マイナス端子と、通信端子２４とが設け
られている。電池パック３０がスライドさせることによりバッテリ装着部２１に装着され
ると、電池パック３０の雄フック６３１はバッテリ装着部２１の雌フック２３に嵌合され
た状態となって固定される。バッテリ装着部２１に装着された電池パック３０は、通信端
子２４から制御信号を受けつつ、充電用プラス端子および充電用マイナス端子を通じて充
電されることとなる。この際、電池パック３０の電池セル７２は充電電流により発熱する
ため、専用充電器２０には、充電中の電池セル７２を冷却するための送風機構２７が内蔵
されている。
【００２４】
　図示省略の送風機構は、適宜の送風ファンを有して構成される。この送風機構は、バッ
テリ装着部２１に装着され充電される電池パック３０に対し、電池パック３０の筐体ケー
ス３１内部に冷却風を送る。このため、このバッテリ装着部２１には送風口２５が設けら
れている。送風口２５は、バッテリ装着部２１に装着して充電される電池パック３０の筐
体ケース３１内部に冷却風を送るため通風口である。すなわち、専用充電器２０の送風口
２５は、バッテリ装着部２１に装着された電池パック３０の吸気口５５と対面配置される
ように設定される。送風口２５からは送風機構により発生させた冷却風が噴き出され、噴
き出された冷却風は対面配置された電池パック３０の吸気口５５から電池パック３０の筐
体ケース３１内部に入るものとなっている。
【００２５】
　次に、図６～図１９を参照しながら電池パック３０について説明する。なお、以下の説
明では、電池パック３０は、図面に記載の方向に基づいて説明する。なお、図面に規定さ
れる電池パック３０の前側は、電池パック３０のスライド装着方向に一致している。また
、図面にて規定される電池パック３０の上側は、電池パック３０のバッテリ装着部１３，
２１の対面方向に一致している。なお、図６は電池パック３０の上面図であり、図７は電
池パック３０の前面図である。図８は図６における(VIII)-(VIII)断面矢視を示しており
、図９は図６における(IX)-(IX)断面矢視を示している。また、図１０は電池パック３０
の分解斜視図である。なお、図示されるように、電池セル７２の並び方向が図示の左右方
向となっており、電池セル７２の長さ方向が図示の前後方向となっている。つまり、第１
の実施の形態の電池セル７２は、筐体ケース３１内部で縦置きに３本の電池セル７２が左
右方向に並列されていることとなっている。この電池セル７２は、外形が円柱状であり、
筐体ケース３１内部に長手方向が揃えられて並列して配置される。
【００２６】
　図６～図１０に示すように、電池パック３０は、概略、筐体ケース３１と、筐体ケース
３１の内部に装置される電池本体７０（図１０等参照）とを有する。筐体ケース３１は、
電池パック３０の外装をなしつつ電池本体７０を内装する筐体として機能する。筐体ケー
ス３１は、上下の２つ割り構造を有して構成される。筐体ケース３１は、下ケース３２と
上ケース５１とを上下方向に合体して構成される。合体された下ケース３２と上ケース５
１とは、図９に示す螺子部材６１を介して合体状態が保持される。このように合体されて
なる筐体ケース３１は、内部に電池本体７０を装置可能な箱形空間を形成する。つまり、
筐体ケース３１内部には、複数となる３本の電池セル７２が並列して配置される。なお、
図１０に示す符号６２は、螺子部材６１を螺子回しできなくするための螺子キャップであ
る。
【００２７】
　下ケース３２は、図１０に示すように上側が開口された略箱形に形成される。下ケース
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３２は、電池本体７０の下側範囲に属する電池部７１を主として収容する。下ケース３２
は、左右方向で並列される３本の電池セル７２を収容可能な前後左右上下方向の寸法を有
して形成される。下ケース３２の前面側には、螺子部材６１が差し込まれる前側螺子孔３
３が２つ設けられている。また、下ケース３２の後面側には、螺子部材６１が差し込まれ
る後側螺子孔３４が２つ設けられている。これらの螺子孔３３，３４には螺子部材６１が
差し込まれ、下ケース３２と上ケース５１とを一体に螺合可能とする。なお、下ケース３
２の内部底面３２１には、後に詳述するが、左右区画リブ４０および前後区画リブ４５が
設けられている。
【００２８】
　図示符号３５は、３本の電池セル７２を弾性支持する緩衝マットである。緩衝マット３
５は、適宜に弾性を有する発泡樹脂を成形することにより形成される。緩衝マット３５は
、電池セル７２の外周面を前後の２箇所に設けられている。この緩衝マット３５は、後に
説明する左右区画リブ４０および前後区画リブ４５によって設定されるマット支持範囲Ｐ
１，Ｐ２にて保持される。緩衝マット３５は、当接周面部３５１とリブ介装部３５２とを
有する。当接周面部３５１は、電池セル７２の外周面７５に対して周方向に沿って当たる
。マット支持範囲Ｐ１，Ｐ２にて支持された緩衝マット３５は、当接周面部３５１を電池
セル７２の外周面７５に当てて下側から支持されることにより、電池セル７２の下ケース
３２の内部底面３２１への当たりを抑えることができる。
【００２９】
　上ケース５１は、下ケース３２の上側にて螺子部材６１により下ケース３２と一体に螺
子止めされる。このため、上ケース５１には、下ケース３２の螺子孔３３，３４に差し込
まれた螺子部材６１を螺合する雌螺子部５２が設けられている。上ケース５１は、後に説
明する電池本体７０の回路部８１を収容可能に下側が開口された略箱形に形成される。上
ケース５１は、工具本体１０や専用充電器２０に電池パック３０をスライド装着させる際
の装着側の外装をなす。上ケース５１には、左右で対をなす雄レール５３が設けられてい
る。雄レール５３は、上記した工具本体１０や専用充電器２０の雌レール１４，２２にス
ライド嵌合可能に設定される。このスライド嵌合により、電池パック３０は、上記した工
具本体１０や専用充電器２０のバッテリ装着部１３，２１に対して、相対的にスライドさ
せることにより装着されることが可能となっている。雄レール５３は、左右両側に向けて
張り出されながら前後に延びる形状を有する。
【００３０】
　上ケース５１には、２つの充放電用スリット５７１と、３つの通信用スリット５７２と
が設けられている。これらの充放電用スリット５７１および通信用スリット５７２は、板
形をなす雄形端子（プラス端子１５、マイナス端子１６、通信端子１７）を差し込むこと
が可能なスリット形状を有して上ケース５１に設けられている。このため、充放電用スリ
ット５７１および通信用スリット５７２は、上ケース５１において差込方向となる前後方
向に延びるように設定されている。また、上ケース５１には、雄フック６３１を外部に突
出させるためのフック用開口部５８１と、操作部６３２を外部に露出させるための操作用
開口部５８２が設けられている。また、上ケース５１の前面には、ＬＥＤラベル６６を配
置するための表示用開口部５９が設けられている。
【００３１】
　また、筐体ケース３１をなす上ケース５１には、筐体ケース３１の外部から内部に冷却
風が送られるための吸気口５５が設けられている。この吸気口５５は、上記した送風口２
５から噴き出された冷却風を筐体ケース３１内部に浸入させるための開口部である。また
、この上ケース５１には、筐体ケース３１の内部から外部に冷却風を排出する排気口５６
が設けられている。この排気口５６は、吸気口５５より筐体ケース３１内部に浸入された
冷却風を、筐体ケース３１外部に排出させるための開口部である。つまり、これらの吸気
口５５および排気口５６は、筐体ケース３１の内部と外部とを連通して形成される。ここ
で後述するように、筐体ケース３１内部には、吸気口５５を入口とし排気口５６第二通風
孔を出口とするように通風可能な通風路部が設けられる。この通風可能な通風路部として
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は、図５にて図示される冷却風Ｆ１，Ｆ２のように筐体ケース３１内部を流される通り道
として設定されるものである。なお、吸気口５５が本発明に係る第一通風孔に相当し、排
気口５６が本発明に係る第二通風孔に相当するものとなっている。この吸気口５５から入
って排気口５６に出される冷却風は、この筐体ケース３１内部に入っている間、主として
電池セル７２を冷却する。なお、この吸気口５５は、筐体ケース３１のうち冷却風が流さ
れる方向の上流側となる後側に近づけて設定されており、排気口５６は、筐体ケース３１
のうち冷却風が流される方向の下流側となる前側に近づけて設定されている。
【００３２】
　次に、筐体ケース３１の内部に装置される電池本体７０について説明する。電池本体７
０は、充電式電池として機能するための各種の機能を有する。図１０に示すように、電池
本体７０は電池部７１と回路部８１とを有する。電池部７１は、概略、セルホルダ９０と
、３本の電池セル７２（７２１，７２２，７２３）と、リード板７３（７３１，７３２，
７３３，７３４）とを有する。セルホルダ９０は、３本の電池セル７２を纏めて支持する
ホルダとしての機能と、端子８５，８６，８７を支持する端子基板８２を固定支持する台
座としての機能とを有する。つまり、セルホルダ９０は、下側に３本の電池セル７２を纏
めて支持すると共に上面にて端子基板８２を固定支持する。これらの電池セル７２のそれ
ぞれは、広く利用される同一の充放電可能な電池セルであり、外形が円柱形状にて形成さ
れる。
【００３３】
　これらの電池セル７２は、右から左へ順に、第１電池セル７２１，第２電池セル７２２
，第３電池セル７２３となっている。これらの電池セル７２は、セルホルダ９０に纏めら
れて下ケース３２内部に収容支持される。これらの電池セル７２は、円柱形状が前後方向
に延びる縦置きで左右方向に３本並列されている。ここで、これら３本の電池セル７２は
、隣の電池セル７２と直列接続ができるように、互いの電極が互い違いになるように並べ
られている。具体的には、第１電池セル７２１は、前側をマイナス電極で後側をプラス電
極とされている。第２電池セル７２２は、前側をプラス電極で後側をマイナス電極とされ
ている。第３電池セル７２３は、前側をマイナス電極で後側をプラス電極とされている。
ちなみに、電池セル７２のプラス電極のそれぞれには、絶縁シート７８が取り付けられて
いる。
【００３４】
　電池部７１には、３本の電池セル７２を直列接続して端子基板８２に接続する４つのリ
ード板７３が設けられている。第１リード板７３１は、第１電池セル７２１の後端のプラ
ス電極のみと連接されて端子基板８２に接続される。第２リード板７３２は、第１電池セ
ル７２１の前端のマイナス電極と第２電池セル７２２の前端のプラス電極とを連接する。
第３リード板７３３は、第２電池セル７２２の後端のマイナス電極と第３電池セル７２３
の後端のプラス電極とを連接する。第４リード板７３４は、第３電池セル７２３の前端の
マイナス電極のみと連接されて端子基板８２の接続孔８３２に接続される。なお、これら
の４つのリード板７３には、外側に絶縁シート７９が取り付けられている。このように縦
置きで左右方向に３本並列される３本の電池セル７２は、セルホルダ９０に纏められて支
持されながら筐体ケース３１に収容される。
【００３５】
　図１１は上ケース５１のみが取り外された電池パック３０の内部斜視図である。図１２
は、図１１の電池パック３０の上面図である。図１３は、第１充放電端子８５の後側端子
８５２をなす雌端子８４についての拡大斜視図である。図１４は、端子基板８２の裏面図
である。回路部８１は、概略、端子基板８２と、雌端子８４とを有する。この端子基板８
２は、螺子部材８９によりセルホルダ９０の上面に固定される。また、この端子基板８２
には、上記した４つのリード板７３が接続されている。これら４つのリード板７３は、端
子基板８２の前側端縁と後側端縁の近くに接続されている。端子基板８２の上面には、複
数となる７つの雌端子８４が左右前後に並べられて取り付けられている。これら７つ雌端
子８４のそれぞれは、互いに同一の端子部品として構成される。これら７つ雌端子８４は
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、端子基板８２に取り付けられる箇所に応じて端子としての機能が相違する。
【００３６】
　図１３に示すように、雌端子８４の構成として、下から順に、座部８４１と、架部８４
２と、接点部８４３とを有する。座部８４１と接点部８４３と架部８４２とは、一体に連
接されて成形されている。座部８４１は端子基板８２に結合され、接点部８４３へと連な
る架部８４２を支持する。座部８４１は、端子基板８２と対面した平板にて形成され、下
面側が端子基板８２に突き刺されて結合されている。座部８４１は、端子基板８２と電気
的に接合されると共に、端子基板８２に結合支持されている。架部８４２は、座部８４１
と接点部８４３とを連接する。架部８４２は、端子基板８２に支持される座部８４１から
の支持を受けつつ接点部８４３を支持する。架部８４２は、左右で対をなす接点部８４３
と同様に左右で対をなしている。架部８４２は、電池パック３０の前後のスライド方向と
直交する上下方向に延ばされている。架部８４２は、剛性は高めるために左右方向で適宜
に凹凸をなす形状が設けられている。
【００３７】
　架部８４２に支持される接点部８４３は、左右で板形をなす雄形端子（プラス端子１５
、マイナス端子１６、通信端子１７）を挟み込むことができる雌形端子をなしている。接
点部８４３は、片持ちとなる一側支持により他側が柔軟なばね力を有して形成される。つ
まり、接点部８４３の一側が架部８４２に連接支持されており、接点部８４３の他側が雄
形端子を挟み込む電気的接点として設定される。なお、この接点部８４３の他側は、電池
パック３０の着脱スライド方向に延びる方向に設定されると共に、雄形端子を挟み込むよ
うに互いに向き合う方向に傾斜して形成されている。このように成形される雌端子８４は
、端子基板８２に取り付けられる箇所に応じて、端子としての機能が相違するようになっ
ている。
【００３８】
　端子基板８２には、図示するように雌端子８４が複数となる７つ並べられて取り付けら
れている。すなわち、雌端子８４は、端子基板８２に取り付けられることにより、２つの
充放電端子８５，８６および３つの通信端子８７（８７１，８７２，８７３）をなしてい
る。これら、２つの充放電端子８５，８６と３つの通信端子８７とは、上記した上ケース
５１の５つのスリット５７１，５７２と同様、端子基板８２に対して左右方向で５つ並べ
られて設定されている。このように５つ並べられる雌端子８４のうち、右左両側の２つと
真ん中の１つの合計３つが通信端子８７として設定されている。
【００３９】
　具体的には、右側に配置される第１通信端子８７１は、充電時に検出された電池セル７
２の電圧を通信する充電用セルモニター端子として機能する雌端子８４となっている。ま
た、左側に配置される第２通信端子８７２も、充電時に検出された電池セル７２の電圧を
通信する充電用セルモニター端子として機能する雌端子８４となっている。また、真ん中
に配置される第３通信端子８７３は、充放電時に検出された電池セル７２の温度を通信す
る充放電用サーミスタ端子として機能する雌端子８４となっている。これら第１通信端子
８７１，第２通信端子８７２，第３通信端子８７３は、すべて接点部８４３を前側に向か
せて配置されている。
【００４０】
　これに対し、２つの充放電端子８５，８６は、上記した３つの通信端子８７の間ごとに
配置されている。すなわち、第１充放電端子８５は、右側の第１通信端子８７１と真ん中
の第３通信端子８７３との間に配置される。この第１充放電端子８５は、充放電時のプラ
ス端子として機能する雌端子８４となっている。また、第２充放電端子８６は、左側の第
２通信端子８７２と真ん中の第３通信端子８７３との間に配置される。この第２充放電端
子８６は、充放電時のマイナス端子として機能する雌端子８４となっている。つまり、端
子基板８２に左右方向で５つ並べられる雌端子８４のうち、第１通信端子８７１と第２通
信端子８７２とが右左両側の外側に配置設定されているのに対し、第１充放電端子８５と
第２充放電端子８６とがその内側に配置設定されている。
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【００４１】
　さらに、第１通信端子８７１，第２通信端子８７２，第３通信端子８７３は、１つの雌
端子８４を配置して構成されている。これに対し、第１充放電端子８５，第２充放電端子
８６については、２つの雌端子８４が並べられて構成されている。これら第１充放電端子
８５，第２充放電端子８６は、板形の雄形端子の差込方向に２つの雌端子８４が並べられ
ている。ここで、充放電端子８５，８６をなす２つの雌端子８４は、互いの接点部８４３
が向き合わせられるように配置されている。具体的には、充放電端子８５，８６は、前側
端子８５１，８６１と後側端子８５２，８６２とを有して設定される。ここで、前側端子
８５１，８６１は接点部８４３を後側に向かせて配置されており、後側端子８５２，８６
２は接点部８４３を前側に向かせて配置されている。言い換えれば、前側端子８５１，８
６１と後側端子８５２，８６２とは、互いが反対を向くように配置されている。
【００４２】
　これら充放電端子８５，８６は、充放電時のプラス端子およびマイナス端子となってい
るため、強電端子を構成するものとなっている。これに対し、通信端子８７は、電池セル
７２に関する情報を送信する端子となっているため、弱電端子を構成するものとなってい
る。ここで、第１通信端子８７１，第２通信端子８７２，第３通信端子８７３は、充放電
端子８５，８６の前側端子８５１，８６１と左右方向で隣り合うように配置されている。
つまり、端子基板８２には、右から順に、第１通信端子８７１、第１充放電端子８５、第
３通信端子８７３、第２充放電端子８６、第２通信端子８７２が配置されている。これら
第１通信端子８７１、第１充放電端子８５、第３通信端子８７３、第２充放電端子８６、
第２通信端子８７２は、雌端子８４の接点部８４３の向く方向が前後方向で互い違いとな
るように並べられている。
【００４３】
　第１通信端子８７１、第１充放電端子８５、第３通信端子８７３、第２充放電端子８６
、第２通信端子８７２は、並び方向となる左右方向で弱電端子と強電端子とが互い違いと
なるように並べられて配置されている。ここで、端子基板８２には、並べられる第１通信
端子８７１、第１充放電端子８５、第３通信端子８７３、第２充放電端子８６、第２通信
端子８７２のそれぞれの間に、水抜きスリット８８１が設けられている。この水抜きスリ
ット８８１は、左右方向で５つ並べられる雌端子８４のそれぞれの間に設けられている。
このため、水抜きスリット８８１は、左右方向で合計４つ並べられている。
【００４４】
　図１４に示すように、水抜きスリット８８１にはスリット幅を一部拡大する円形孔部８
８２が設けられている。円形孔部８８２は、水抜きスリット８８１のスリット幅を僅かな
がら拡大させてある。この円形孔部８８２は、水抜きスリット８８１内部に入った水の表
面張力の発生を抑えるものである。これによって、水抜きスリット８８１内部に入った水
は、円形孔部８８２によって水抜きスリット８８１内部に留ませることなく水抜きされる
。この水抜きスリット８８１によって、隣り合う雌端子８４同士が電気的に接続してしま
うことを防止することができる。なお、図示符号８３１は螺子部材８９を差し込むための
差込孔であり、図示符号８３２はリード板７３が接続されるための接続孔である。
【００４５】
　また、下ケース３２の前面には、ＬＥＤ表示装置６４が設けられている。このＬＥＤ表
示装置６４は、図１０～図１２に示すようにＬＥＤ基板６５とＬＥＤラベル６６とを有す
る。ＬＥＤ基板６５は、３本の電池セル７２の充電残容量を点灯表示可能に構成される。
この点灯表示は、端子基板８２から送られる３本の電池セル７２の充電残容量に応じて、
４段階の点灯表示が可能となっている。ＬＥＤラベル６６は、図７に示すように押しボタ
ン部６６１とＬＥＤ透過部６６２とを有し、押しボタン部６６１の押し操作により、ＬＥ
Ｄ基板６５の点灯表示がＬＥＤ透過部６６２を通じて視認することができる。なお、この
ＬＥＤ基板６５およびＬＥＤラベル６６は、下ケース３２と上ケース５１とにより挟持さ
れている。
【００４６】
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　また、上記した筐体ケース３１には雄フック機構６３が内蔵されている。この雄フック
機構６３は、電池パック３０をバッテリ装着部２１にスライドさせて装着した場合に、バ
ッテリ装着部２１の雌フック２３に係止される構造となっている。雄フック機構６３は、
図１０に示すように、互いに一体にされる雄フック６３１と操作部６３２とを有して構成
される。これら雄フック６３１と操作部６３２とは、雌フック２３に係止するように付勢
ばね６３５により突出付勢されている。なお、付勢ばね６３５の付勢力に抗して操作部６
３２を引き下げると、雌フック２３に対する雄フック６３１の係止を解除することができ
、電池パック３０をバッテリ装着部２１から取り外すことができる。
【００４７】
　ところで、３本の電池セル７２は、セルホルダ９０と共に下ケース３２の内部で収容支
持される。すなわち、３本の電池セル７２は、下ケース３２に収容支持され、上側にセル
ホルダ９０が配置される。セルホルダ９０には、３本の電池セル７２を並列して収容する
ためのセル収容凹部９１が設けられている。このセル収容凹部９１は、電池セル７２の外
周面７５に近接して電池セル７２の外周面７５の周方向に沿って延びる形状を有する。こ
のため、セル収容凹部９１は、隣り合う電池セル７２同士の間に入り込んで介在するよう
な電池セル７２同士の間に配置されている。また、セルホルダ９０の上面には、端子基板
８２を固定するための螺子部材８９が螺合される雌螺子９２が設けられている。セルホル
ダ９０には、上記した４つのリード板７３を端子基板８２に接続可能に支持する形状が設
けられている。なお、セルホルダ９０は、本発明に係る介装部材に相当する。
【００４８】
　セルホルダ９０には、吸気口５５から筐体ケース３１内部に入る冷却風が電池セル７２
に当てられるようにする第１送風開口部９３が設けられている。この第１送風開口部９３
は、上ケース５１の吸気口５５と対面する位置に設定されており、セルホルダ９０の上側
から下側に冷却風を送るための開口形状を有する。これら吸気口５５と第１送風開口部９
３とは、雄フック機構６３の前側に配置されている。また、セルホルダ９０には、電池セ
ル７２に当てられた風を排出するための第２送風開口部９４が設けられている。この第２
送風開口部９４は、上ケース５１の排気口５６とほぼ対面する位置に設定されており、セ
ルホルダ９０の下側から上側に冷却風を送れるようにする開口形状を有する。
【００４９】
　ここで、第１送風開口部９３と第２送風開口部９４とは、吸気口５５から入って排気口
５６に出される間の冷却風を筐体ケース３１内部でガイドするように作用する。このため
、これら第１送風開口部９３と第２送風開口部９４とは、本発明に係る通風路部に相当す
ると共に、セルホルダ９０にて上下方向に貫通される本発明に導風部に相当する。なお、
第１送風開口部９３を通過した冷却風は、第１電池セル７２１と第２電池セル７２２との
間を上から下へ通過すると共に、第２電池セル７２２と第３電池セル７２３との間を上か
ら下へ通過して、下ケース３２の内部底面３２１の第２通風路範囲Ｑ２（図１６等参照）
に送られる。ここで冷却風は、電池セル７２同士の間を上から下へ通過する間に、これら
の電池セル７２同士を冷却する。なお、この冷却を第１冷却という。
【００５０】
　図１５は、下ケース３２およびセルホルダ９０のみを示す斜視図である。図１６は、下
ケース３２の上面図である。図１７は、下ケース３２の下面図である。図１８は、セルホ
ルダ９０の下面斜視図である。図１９は、セルホルダ９０の下面平面図である。図１５お
よび図１６に示すように、下ケース３２の内部底面３２１には、左右区画リブ４０および
前後区画リブ４５が設けられている。左右区画リブ４０は、左右方向に並列される３本の
電池セル７２１，７２２，７２３の収容範囲Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３を左右で区画するよう設け
られる。具体的には、第１左右区画リブ４０１は、第１電池セル７２１の第１収容範囲Ｌ
１と第２電池セル７２２の第２収容範囲Ｌ２とを区画する。また、第２左右区画リブ４０
２は、第２電池セル７２２の第２収容範囲Ｌ２と第３電池セル７２３の第３収容範囲Ｌ３
とを区画する。
【００５１】
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　左右区画リブ４０（第１左右区画リブ４０１、第２左右区画リブ４０２）のリブ形状は
、互いに下ケース３２の内部底面３２１にて上側に突出して前後方向に延びるものとなっ
ている。第１左右区画リブ４０１と第２左右区画リブ４０２とは、左右中心線Ｓを境界に
左右対称の形状を有して形成されている。第１左右区画リブ４０１と第２左右区画リブ４
０２とは、前側から順に、前マット支持部４１と、区画単部４２と、後マット支持部４３
とに機能区分けすることができる。ここで、前マット支持部４１と区画単部４２とは前後
で連接して形成されているのに対し、区画単部４２と後マット支持部４３とは前後で間隔
を有するように分断して形成されている。なお、区画単部４２と後マット支持部４３との
間のリブ形状を分断するように設定される空間Ｍ１，Ｍ２は、第２収容範囲Ｌ２から第１
収容範囲Ｌ１および第３収容範囲Ｌ３に分流させる分流路として設定される。
【００５２】
　第１左右区画リブ４０１の区画単部４２は、第１収容範囲Ｌ１と第２収容範囲Ｌ２との
間を隔てるように形成される。第２左右区画リブ４０２の区画単部４２は、第２収容範囲
Ｌ２と第３収容範囲Ｌ３との間を隔てるように形成される。この区画単部４２は、収容さ
れた電池セル７２の外周面に近接するまで、下ケース３２の内部底面３２１から上側に突
出して形成されている。前マット支持部４１および後マット支持部４３は、緩衝マット３
５のリブ介装部３５２に対して下側から介装するようにして、緩衝マット３５に押し当た
っている。なお、前マット支持部４１と、区画単部４２と、後マット支持部４３とは、左
右方向の幅長および上下方向の突出長は、同一の長さで設定されている。
【００５３】
　これに対し、前後区画リブ４５は、左右方向に並列される３本の電池セル７２１，７２
２，７２３の収容範囲Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３を前後で区画するよう設けられる。この前後区画
リブ４５のリブ形状は、すべて同じように設定されている。すなわち、前後区画リブ４５
は、上記したセルホルダ９０のセル収容凹部９１と同様、電池セル７２の外周面７５に近
接して電池セル７２の外周面７５の周方向に沿って延びる形状を有する。このため、前後
区画リブ４５も、前マット支持部４１および後マット支持部４３と同様、隣り合う電池セ
ル７２同士の間に入り込んで介在するような電池セル７２同士の間に配置されている。こ
の前後区画リブ４５のそれぞれは、本発明に係る固定壁に相当する。つまり、前後区画リ
ブ４５のそれぞれは、筐体ケース３１の内部底面３２１に設けられ、電池セル７２の外周
面７５に当接するものとなっている。
【００５４】
　具体的には、前後区画リブ４５は、支持するマット支持範囲Ｐ１，Ｐ２と通風路範囲Ｑ
１，Ｑ２，Ｑ３とを区画する。この通風路範囲Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３は、本発明に係る通風路
部の一部を構成する。第１収容範囲Ｌ１および第３収容範囲Ｌ３における前後区画リブ４
５による前後の区画のされ方は、互いに同一の区画のされた方となっている。この前後区
画リブ４５のそれぞれは、通風路部としての通風路範囲Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３の通風範囲と電
池セル７２の電極端面をなすリード板７３（７３１，７３２，７３３，７３４）とを隔離
する。すなわち、第１収容範囲Ｌ１および第３収容範囲Ｌ３には、前から順に、第１区画
リブ４６１、第２区画リブ４６２、第３区画リブ４６３、第４区画リブ４６４が設けられ
ている。
【００５５】
　ここで、第１区画リブ４６１と第２区画リブ４６２とは前マット支持範囲Ｐ１を設定す
るように収容範囲Ｌ１，Ｌ３を区画し、第２区画リブ４６２と第３区画リブ４６３とは通
風路範囲Ｑ１，Ｑ３を設定するように収容範囲Ｌ１，Ｌ３を区画し、第３区画リブ４６３
と第４区画リブ４６４とは後マット支持範囲Ｐ２を設定するように収容範囲Ｌ１，Ｌ３を
区画している。つまり、第２区画リブ４６２および第３区画リブ４６３は、冷却風の流れ
を遮る隔壁のように作用する。このため、前マット支持範囲Ｐ１より前側への冷却風の浸
入は規制されると共に、後マット支持範囲Ｐ２より後側への冷却風の浸入も規制される。
なお、第１送風開口部９３を通過して内部底面３２１まで送られる冷却風は、第２収容範
囲Ｌ２を区画して設定する第２通風路範囲Ｑ２に送られる。この第２通風路範囲Ｑ２は、
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次に説明する第６区画リブ４７６と第７区画リブ４７７とにより第２収容範囲Ｌ２を区画
して設定する通風路範囲である。
【００５６】
　第２収容範囲Ｌ２における前後区画リブ４５による前後の区画のされ方は、第１収容範
囲Ｌ１および第３収容範囲Ｌ３と僅かに相違する区画のされ方となっている。すなわち、
第２収容範囲Ｌ２には、収容範囲Ｌ１，Ｌ３に設けられる第１区画リブ４６１に相当する
リブを無くし、その代わりに収容範囲Ｌ１，Ｌ３では設けられていない第６区画リブ４７
６を設けるものとした。具体的には、前から順に、第５区画リブ４７５、第６区画リブ４
７６、第７区画リブ４７７、第８区画リブ４７８が設けられている。なお、第５区画リブ
４７５は上記した第２区画リブ４６２と左右方向で連接されており、第７区画リブ４７７
は上記した第３区画リブ４６３と左右方向で連接されており、第８区画リブ４７８は上記
した第４区画リブ４６４と左右方向で連接されている。
【００５７】
　第６区画リブ４７６は、左右両側の区画単部４２の後端４２１と直角形状を有して連接
されている。このため、第６区画リブ４７６は、第２収容範囲Ｌ２だけを中間範囲で前後
に浸入規制範囲Ｐ３と第２通風路範囲Ｑ２とに区分けしている。具体的には、第２通風路
範囲Ｑ２は、第２収容範囲Ｌ２のうち第６区画リブ４７６の後側となる範囲で設定される
。この第２通風路範囲Ｑ２は、第１送風開口部９３を通過し電池セル７２の間を通過した
冷却風が送られる範囲となっている。浸入規制範囲Ｐ３は、第２収容範囲Ｌ２のうち第６
区画リブ４７６の前側となる範囲で設定される。この浸入規制範囲Ｐ３は、第２通風路範
囲Ｑ２に送られた冷却風の前側への浸入が、第６区画リブ４７６により規制される範囲と
なっている。このように第６区画リブ４７６により浸入が規制された冷却風は、上記した
空間Ｍ１，Ｍ２を通じて第２通風路範囲Ｑ２（第２収容範囲Ｌ２）から、第１通風路範囲
Ｑ１（第１収容範囲Ｌ１）および第３通風路範囲Ｑ３（第３収容範囲Ｌ３）に流されるこ
ととなる。つまり、冷却風は、電池セル７２の長さ方向基端側となる後側から、長さ方向
先端側となる前側に流されることとなる。
【００５８】
　つまり、空間Ｍ１，Ｍ２と第６区画リブ４７６とは、本発明に係る分割風路部に相当す
る。すなわち、空間Ｍ１，Ｍ２と第６区画リブ４７６とは、後側から前側に流される冷却
風を、電池セル７２の並び方向となる左右方向の２つに分割するように作用する。つまり
、図１５および図１６にて図示される冷却風Ｆ１のように空間Ｍ１，Ｍ２で分岐して流さ
れる。このように第２通風路範囲Ｑ２（第２収容範囲Ｌ２）から、第１通風路範囲Ｑ１（
第１収容範囲Ｌ１）および第３通風路範囲Ｑ３（第３収容範囲Ｌ３）に流される冷却風は
、このそれぞれの範囲に存する電池セル７２を冷却する。つまり、冷却風は、第２通風路
範囲Ｑ２（第２収容範囲Ｌ２）に面する第２電池セル７２２を冷却した後、第１通風路範
囲Ｑ１（第１収容範囲Ｌ１）に面する第２電池セル７２１と、第３通風路範囲Ｑ３（第３
収容範囲Ｌ３）に面する第３電池セル７２３とを冷却する。なお、この冷却を第２冷却と
いう。
【００５９】
　ここで、第２通風路範囲Ｑ２（第２収容範囲Ｌ２）、第１通風路範囲Ｑ１（第１収容範
囲Ｌ１）、第３通風路範囲Ｑ３（第３収容範囲Ｌ３）は、本発明に係る長手方向通路に相
当する。つまり、これらの第２通風路範囲Ｑ２（第２収容範囲Ｌ２）、第１通風路範囲Ｑ
１（第１収容範囲Ｌ１）、第３通風路範囲Ｑ３（第３収容範囲Ｌ３）は、電池セル７２の
長手方向に沿って風が流れる範囲であり、電池セル７２の並列方向に３つ設けられている
こととなる。また、第６区画リブ４７６は、本発明に係る分岐部に相当する。この第６区
画リブ４７６は、吸気口５５からの冷却風を分岐して、２つの第１通風路範囲Ｑ１（第１
収容範囲Ｌ１）と第３通風路範囲Ｑ３（第３収容範囲Ｌ３）とのそれぞれに流すことがで
きる。なお、この第６区画リブ４７６は、第２電池セル７２２の保持する機能も兼ねて有
している。
【００６０】
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　図１５および図１６に示すように、第２収容範囲Ｌ２において第２通風路範囲Ｑ２を設
定する第６区画リブ４７６の前後方向の相対位置（図示符号Ｔ）は、真ん中よりも後側に
近づけてある。つまり、分割風路部の一部を構成する第６区画リブ４７６は、電池セル７
２の前端より後端の位置に相対的に近づけられている。言い換えれば、第６区画リブ４７
６は、電池セル７２の長手方向の中心より流される風の上流側に設定されている。また、
第６区画リブ４７６より前側の浸入規制範囲Ｐ３は、左右両側の区画単部４２により左右
方向が区画されている。このため、浸入規制範囲Ｐ３に面する第２電池セル７２２は、冷
却風により冷却されることがない。つまり、この第２冷却では、第１通風路範囲Ｑ１およ
び第３通風路範囲Ｑ３に流される冷却風の方が、第２通風路範囲Ｑ２に流される冷却風よ
りも長い距離または時間で冷却するように設定されている。なお、これらの第１通風路範
囲Ｑ１，第２通風路範囲Ｑ２，第３通風路範囲Ｑ３は、本発明に係るセル保持部に相当し
、下ケース３２内部で電池セル７２を保持している。
【００６１】
　第１通風路範囲Ｑ１および第３通風路範囲Ｑ３において後側から前側に流された冷却風
は、第２区画リブ４６２に当たることとなる。この際、第２区画リブ４６２は、冷却風の
後側から前側への流れを電池セル７２の外周面７５に向けて指向させる。具体的には、第
２区画リブ４６２は、電池セル７２が存する上側に向けて冷却風を流すようにガイドする
。つまり、第２区画リブ４６２は、本発明に係る周面指向部に相当する。第２区画リブ４
６２によってガイドされる冷却風は、第１電池セル７２１と第２電池セル７２２との間を
下から上へ通過すると共に、第２電池セル７２２と第３電池セル７２３との間を下から上
へ通過して、セルホルダ９０の第２送風開口部９４から上側に排出される。ここで冷却風
は、電池セル７２同士の間を下から上へ通過する間に、これらの電池セル７２同士を冷却
する。なお、この冷却を第３冷却という。
【００６２】
　図３および図１７に示すように、下ケース３２の内部底面３２１には、前側水抜き孔３
６と後側水抜き孔３７が設けられている。前側水抜き孔３６は、下ケース３２の内部底面
３２１のうち、第２リード板７３２と第４リード板７３４との間に存するように設けられ
ている。つまり、前側水抜き孔３６は第２リード板７３２と第４リード板７３４との間に
溜まる水を下側へ抜くように設けられている。また、後側水抜き孔３７は、下ケース３２
の内部底面３２１のうち、第１リード板７３１と第３リード板７３３との間に存するよう
に設けられている。つまり、後側水抜き孔３７は第１リード板７３１と第３リード板７３
３との間に溜まる水を下側へ抜くように設定されている。
【００６３】
　なお、図１５および図１７に示すように、これらの前側水抜き孔３６と後側水抜き孔３
７の内部側には、異物浸入規制リブ３８が設けられている。この異物浸入規制リブ３８は
、水抜き孔３６，３７を通じて筐体ケース３１内部の水を抜くことができながら、これら
の水抜き孔３６，３７を通じて筐体ケース３１外部か内部に異物が浸入しないように規制
するように作用している。なお、図３および図１７に示す符号３９は、上ケース５１に設
けられたフック用開口部５８１や操作用開口部５８２から浸入した水を、下側へ抜くため
の水抜き孔である。
【００６４】
　図１８および図１９に示すように、セルホルダ９０の下面９０１にも冷却風をガイドす
る導風溝９５，９６が設けられている。そもそも、このセルホルダ９０は、筐体ケース３
１内部に配置されて電池セル７２を保持する。なお、図示符号Ｆ２は、流れる冷却風を示
している。ここで、セルホルダ９０の下面９０１のうち、第１送風開口部９３の左右両側
には、第１導風溝９５が設けられている。この第１導風溝９５は、第１送風開口部９３の
左右両側のセル収容凹部９１を溝形に切り欠いて設けられている。言い換えれば、第１導
風溝９５は、第１送風開口部９３の左右両端のそれぞれから更に左右方向に延ばすように
、下面９０１を上側に凹ませた溝形に切り欠かれて形成される。また、この第１導風溝９
５の端部には、前側に向けて第２導風溝９６が延ばされるようにして形成されている。第
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２導風溝９６も、下面９０１を上側に凹ませた溝形に切り欠かれて形成される。
【００６５】
　この第１導風溝９５と第２導風溝９６とは連なっている。これらの導風溝９５，９６は
、第１送風開口部９３から送られる冷却風を左右２つに分割して前側に向けて流すように
冷却風をガイドする。これらの導風溝９５，９６は、本発明に係る通風路部に相当すると
共に、本発明に係るホルダ分岐部に相当する。ここで、第１導風溝９５に冷却風が流れる
と、第２電池セル７２２の外周面７５に当たることとなって、この第２電池セル７２２を
冷却することができる。また、第２導風溝９６に冷却風が流れると、第１電池セル７２１
および第３電池セル７２３の外周面７５に当たることとなって、これらの第１電池セル７
２１および第３電池セル７２３を冷却することができる。つまり、第２導風溝９６と電池
セル７２の外周面７５との間で設定される冷却風の通り道が、本発明に係る長手方向通路
部に相当することとなる。
【００６６】
　上記したように構成される電池パック３０によれば、次のような作用効果を奏すること
ができる。すなわち、上記した電池パック３０によれば、冷却風が流れる流路を設定する
下ケース３２には、空間Ｍ１，Ｍ２を設定すると共に第６区画リブ４７６が設けられてい
る。これによって、冷却風を電池セル７２の後側から前側に流すにあたって、冷却風は電
池セル７２の並び方向となる左右方向の２つに分割されて流されることとなる。この際、
電池セル７２は、上記した第１冷却、第２冷却、第３冷却の順に冷却される。これによっ
て、３本の電池セル７２が筐体ケース３１内部で縦置きに並列される場合でも、３本の電
池セル７２それぞれに冷却風が当てられ易いようにすることができる。したがって、３本
の電池セル７２それぞれの冷却の偏りを減らすことができる。つまり、これら３本の電池
セル７２を互いの間で均一な冷却とすることができて、上記した専用充電器２０で電池セ
ル７２すべてを満充電とするに際しての充電効率性を向上させる。
【００６７】
　また、上記した電池パック３０によれば、第１通風路範囲Ｑ１と第３通風路範囲Ｑ３と
により第１電池セル７２１と第３電池セル７２３とを冷却する前に、第２通風路範囲Ｑ２
により第２電池セル７２２を冷却する。ここで、第６区画リブ４７６の前後方向の相対位
置（図示符号Ｔ）は、真ん中よりも後側に近づけてある。これによって、第１通風路範囲
Ｑ１と第３通風路範囲Ｑ３とによって冷却される区間は、第２通風路範囲Ｑ２によって冷
却される区間よりも長くなっている。したがって、区間を分けて３本の電池セル７２を冷
却するにあたって、温まった後の冷却風を相対的に長く当てることができて、冷却効率を
上げることができる。
【００６８】
　また、上記した電池パック３０によれば、第２冷却として作用する第６区画リブ４７６
は、電池セル７２の後側から前側までの間の途中に設定されている。これによって、第６
区画リブ４７６にしたがって空間Ｍ１，Ｍ２に分割されるまでの区間と、第６区画リブ４
７６にしたがって空間Ｍ１，Ｍ２に分割された後の区間とで、区間を分けて電池セル７２
を冷却することができる。したがって、冷却風の温まり方を検討しながら電池セル７２を
冷却する区間を設定することができて、３本の電池セル７２それぞれの冷却の偏りをより
減らすことができる。また、上記した電池パック３０によれば、通風路範囲Ｑ１，Ｑ２，
Ｑ３は下ケース３２の内部底面３２１に形成されているので、部材点数を増やすことなく
冷却風が流れる流路を設定することができる。これによって、電池パック３０のコンパク
ト化を図ることができる。
【００６９】
　また、上記した電池パック３０によれば、通風路範囲Ｑ１，Ｑ３は第２区画リブ４６２
を有して設定されるので、筐体ケース３１内部で送られる冷却風の流れを電池セル７２の
外周面７５に向けて指向させることができる。これによって、３本の電池セル７２それぞ
れの冷却効果をより高めることができる。また、上記した電池パック３０によれば、セル
ホルダ９０の下面９０１に冷却風をガイドする導風溝９５，９６が設けられているので、
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電池セル７２はセルホルダ９０の下面９０１に設けられる導風溝９５，９６にてガイドさ
れる冷却風によっても冷却される。これによって、部材点数を増やすことなく電池セル７
２を効率良く冷却することができる。つまり、効率良い電池セル７２の冷却と電池パック
３０のコンパクト化の両立を図ることができる。
【００７０】
　また、上記した電池パック３０によれば、セルホルダ９０には上下方向に貫通される第
１送風開口部９３と第２送風開口部９４が設けられているので、筐体ケース３１内部に流
される冷却風の通風抵抗を低くすることができる。これによって、筐体ケース３１内部に
電池セル７２を保持するセルホルダ９０を設けながらも、電池セル７２を冷却する性能を
落としてしまうことが抑えることができる。また、上記した電池パック３０によれば、通
風路範囲Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３は、下ケース３２の内部底面３２１の左右区画リブ４０および
前後区画リブ４５により設定されて電池セル７２を保持する。これによって、この電池パ
ック３０によれば、上記した冷却の偏りを減らしながら、さらに電池セル７２のがたつき
を無くすことができる。これによって、電池パック３０としての品質を高めながら、電池
パック３０のコンパクトさを維持することができる。
【００７１】
　また、上記した電池パック３０によれば、前後区画リブ４５のそれぞれは、通風路部と
しての通風路範囲Ｑ１，Ｑ２，Ｑ３の通風範囲と電池セル７２の電極端面をなすリード板
７３（７３１，７３２，７３３，７３４）とを隔離するので、たとえ通風範囲に水分や異
物が浸入することがあっても、電池セル７２の電極端面をなすリード板７３をこの浸入し
た水分や異物から隔離させたものとすることができる。これによって、電池セル７２の電
極端面をなすリード板７３は、水分や異物から保護されるので、電池セル７２同士の短絡
を抑制することができる。
【００７２】
［第２の実施の形態］
　次に、本発明に係る電池パックを実施するための第２の実施の形態について、図２０～
図２４を参照しながら説明する。図２０は、第２の実施の形態の電池パック３０Ａを斜視
にて示す斜視図である。図２１は、図２０の電池パック３０Ａの上面図である。図２２は
、図２１における(XXII)-(XXII)断面矢視を示す断面図である。図２３は、図２０の電池
パック３０Ａの分解斜視図である。図２４は、セパレートホルダ９０Ａについての拡大斜
視図である。なお、第２の実施の形態の電池パック３０Ａは、上記した第１の実施の形態
の電池パック３０と比較して、内蔵される電池セル７２の本数が相違する。
【００７３】
　具体的には、第１の実施の形態の電池パック３０では３本縦置きとされる電池セル７２
の並列構成となっていた。これに対し、第２の実施の形態の電池パック３０Ａでは上下２
段の３本縦置きで並列される電池セル７２ａ，７２ｂの並列構成となっている。つまり、
第２の実施の形態の電池パック３０Ａでは、合計６本の電池セル７２ａ，７２ｂが内蔵さ
れている。言い換えれば、並列して配置される３本の電池セル７２は、並列方向と直交す
る方向（上下方向）で２段に段積みされている。なお、以下の電池パック３０Ａの説明で
は、上記の電池パック３０と比較して、この電池セル７２ａ，７２ｂの本数に対応して変
更される箇所のみを説明し、上記の電池パック３０と同一に構成される箇所については上
記の説明にて付した符号を図面に付してその説明を省略するものとする。
【００７４】
　電池パック３０Ａの下ケース３２Ａは、上下２段の３本縦置きで並列される６本の電池
セル７２ａ，７２ｂを収容可能な深さに設定される箱形に形成されている。下ケース３２
Ａの内部底面３２１は、第１の実施の形態の下ケース３２の内部底面３２１と同様に構成
される。この下ケース３２Ａは、上ケース５１とを合体して筐体ケース３１Ａを構成する
。この筐体ケース３１Ａには、上下２段の３本縦置きで並列される電池セル７２ａ，７２
ｂが収容可能となっている。この上下２段の３本縦置きで並列される電池セル７２ａ，７
２ｂの上下２段の間には、セパレートホルダ９０Ａが介装されている。セパレートホルダ
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９０Ａは、本発明に係るセパレータに相当し、この段積み方向の電池セル７２同士の間を
区画する。
【００７５】
　図２４に示すように、セパレートホルダ９０Ａの下面９０ｂ側には、３本縦置きの電池
セル７２ｂを収容保持するセル収容凹部９１Ａが設けられている。また、セパレートホル
ダ９０Ａの上面９０ａ側にも、３本縦置きの電池セル７２ａを収容保持するセル収容凹部
９１Ａが設けられている。これらのセル収容凹部９１Ａは、電池セル７２ａ，７２ｂの外
周面７５に近接して電池セル７２ａ，７２ｂの外周面７５の周方向に沿って延びる形状を
有する。なお、このセル収容凹部９１Ａは、上下に隣り合う電池セル７２ａ，７２ｂ同士
の間を隔てる隔壁部９２Ａが設けられている。この隔壁部９２Ａは、３本縦置きで並列さ
れる電池セル７２ａが並列される範囲に亘って形成されている。つまり、セル収容凹部９
１Ａは、左右上下に隣り合う電池セル７２ａ，７２ｂ同士の間に入り込んで介在するよう
な電池セル７２ａ，７２ｂ同士の間に配置されている。
【００７６】
　セパレートホルダ９０Ａの上面９０ａおよび下面９０ｂには、上記した左右区画リブ４
０と略同様に形成される第１区画リブ４０Ａと、上記した前後区画リブ４５と略同様に形
成される第２区画リブ４５Ａとが設けられている。これらの第１区画リブ４０Ａと第２区
画リブ４５Ａとは、本発明に係るセル保持部に相当する。ここでセパレートホルダ９０Ａ
にも、吸気口５５から筐体ケース３１Ａ内部に入る冷却風が電池セル７２ａ，７２ｂに当
てられるようにする上下連通部９３Ａおよび切欠き部９４Ａが設けられている。図２２に
示すように、上下連通部９３Ａおよび切欠き部９４Ａは、セルホルダ９０の第１送風開口
部９３と略対面する位置であり、左右を区画する第１区画リブ４０Ａに設定されている。
なお、上下連通部９３Ａは、本発明に係る連通孔に相当し、電池セル７２の段積み方向で
連通されている。なお、図示符号Ｆ３は、流れる冷却風を示している。
【００７７】
　具体的には、第１送風開口部９３と略対面する第１区画リブ４０Ａには、上部が切り欠
かれるようにして設定される切欠き部９４Ａが設けられている。この切欠き部９４Ａが設
けられる第１区画リブ４０Ａには、セパレートホルダ９０Ａを上下に連通させる上下連通
部９３Ａが設けられている。このように、セパレートホルダ９０Ａを設けて、３本縦置き
の電池セル７２ａ，７２ｂを上下２段で段積みする場合であっても、下側の電池セル７２
ｂまで風を送ることができる、つまり、上下で段積みされる電池セル７２ａ，７２ｂそれ
ぞれの冷却の偏りを減らすことができて、上記した専用充電器２０で電池セル７２を満充
電とするに際しての電池セル７２の充電効率性を向上させることができる。
【００７８】
　なお、本発明に係る電池パックにあっては、上記した実施の形態に限定されるものでは
なく、次のように適宜個所を変更して構成するようにしてもよい。すなわち、上記した実
施の形態にあっては、電池セルの個数が３個や６個に設定されるものであったが、本発明
に係る電池セルの個数としては複数であればよく、このような個数に限定されるものでは
ない。また、本発明に係る通風路部や分割風路部を設定するリブ形状としては、上記した
実施の形態の左右区画リブ４０および前後区画リブ４５に限定されることなく、適宜の形
状を選択することができる。
【符号の説明】
【００７９】
１０　工具本体（電動工具）
１１　駆動部
１２　グリップ部
１３　バッテリ装着部
１４　雌レール
１５　プラス端子
１６　マイナス端子
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１７　通信端子
２０　専用充電器
２１　バッテリ装着部
２２　雌レール
２３　雌フック
２４　通信端子
２５　送風口
３０　電池パック
３１　筐体ケース
３２　下ケース
３２１　内部底面
３３　前側螺子孔
３４　後側螺子孔
３５　緩衝マット
３５１　当接周面部
３５２　リブ介装部
３６　前側水抜き孔
３７　後側水抜き孔
３８　異物浸入規制リブ
３９　水抜き孔
４０　左右区画リブ
４０１　第１左右区画リブ
４０２　第２左右区画リブ
４１　前マット支持部
４２　区画単部
４２１　区画単部の後端
４３　後マット支持部
４５　前後区画リブ
４６１　第１区画リブ
４６２　第２区画リブ
４６３　第３区画リブ
４６４　第４区画リブ
４７５　第５区画リブ
４７６　第６区画リブ（分岐部）
４７７　第７区画リブ
４７８　第８区画リブ
５１　上ケース
５２　雌螺子部
５３　雄レール
５５　吸気口（第一通風孔）
５６　排気口（第二通風孔）
５７１　充放電用スリット
５７２　通信用スリット
５８１　フック用開口部
５８２　操作用開口部
５９　表示用開口部
６１　螺子部材
６２　螺子キャップ
６３　雄フック機構
６３１　雄フック
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６３２　操作部
６４　ＬＥＤ表示装置
６５　ＬＥＤ基板
６６　ＬＥＤラベル
６６１　押しボタン部
６６２　ＬＥＤ透過部
７０　電池本体
７１　電池部
７２　電池セル
７２１　第１電池セル
７２２　第２電池セル
７２３　第３電池セル
７３　リード板
７３１　第１リード板
７３２　第２リード板
７３３　第３リード板
７３４　第４リード板
７５　外周面
７８　絶縁シート
７９　絶縁シート
８１　回路部
８２　端子基板
８３１　差込孔
８３２　接続孔
８４　雌端子
８４１　座部
８４２　架部
８４３　接点部
８５　第１充放電端子
８６　第２充放電端子
８５１，８６１　前側端子
８５２，８６２　後側端子
８７　通信端子
８７１　第１通信端子
８７２　第２通信端子
８７３　第３通信端子
８８１　水抜きスリット
８８２　円形孔部
８９　螺子部材
９０　セルホルダ
９０Ａ　セパレートホルダ（セパレータ）
９１　セル収容凹部
９２　雌螺子
９３　第１送風開口部
９４　第２送風開口部
９５　第１導風溝（ホルダ分岐部）
９６　第２導風溝
Ｆ１，Ｆ２　冷却風（通風路部）
Ｌ１　第１収容範囲
Ｌ２　第２収容範囲
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Ｌ３　第３収容範囲
Ｍ１，Ｍ２　空間
Ｐ１　前マット支持範囲
Ｐ２　後マット支持範囲
Ｐ３　浸入規制範囲
Ｑ１　第１通風路範囲（長手方向通路部）
Ｑ２　第２通風路範囲（長手方向通路部）
Ｑ３　第３通風路範囲（長手方向通路部）
Ｑ４　中央空間範囲
Ｑ５　右側空間範囲
Ｑ６　左側空間範囲
Ｓ　左右中心線
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